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野口 聡一 さん
©JAXA,NASA詳しくは2・3面でご紹介

宇宙をもっと身近に。
神奈川から広がる
可能性を感じよう。

宇
宙
は
、
す
ぐ
そ
こ
に

県の人口と世帯
（令和7年9月1日現在）

総人口

4,566,767人男 4,650,879人女9,217,647人
県のたよりホームページ版

https://www.pref.kanagawa.jp/tayori/

世帯数

4,443,856世帯
前年同月比

7,026人減

※総人口には性別不詳を含むため、男女の合計と一致しない場合があります　※国勢調査結果集計中のため、令和7年10月1日以降の人口と世帯数は現在公表していません

あけましておめでとうございます
　新年に当たって、以前、恐竜展を見に行って、心に浮かんだことを述べ
てみたいと思います。
　最も私の印象に残ったのは、恐竜の生息していた時代が2億4000万年
前から6600万年前までと、とんでもなく古いということ。その時間の単
位は私たち人類の物差しで測れるものではありません。
　旧人類のネアンデルタール人は数十万年以上前からいたと言われて
いますが、恐竜の時代からすれば、ほんの最近のことです。
　横浜市にあるツタンカーメン・ミュージアムのツタンカーメン王が
活躍した時代は紀元前1300年頃、今から3300年以上前と言われていま
す。せいぜい数千年の単位のことです。
　果たして、1億年後、この地球に人類は生存しているのでしょうか？2
億年近くも存在した恐竜でさえ絶滅してしまいました。人類もいつかは
絶滅してしまうのでしょうか？今、地球全体を見渡してみると、その日
は意外に早いのではないだろうかという気さえしてきます。

　このまま地球温暖化が進むと、異常気象や自然災害による被害がます
ます拡大し、限られた資源や土地の奪い合いから各地で戦乱が続き、い
ずれこの美しい星に住み続けることができなくなる日が訪れるかもし
れません。
　もしかしたら、火星に移り住んだ人類だけが生き延びるなんてこと
だって、ないシナリオではありません。
　そして今、「宇宙で暮らす」ということが、急速に現実味を帯びてきて
います。資源が限られた宇宙で暮らすための技術は、今の地球で持続可
能な暮らしをつくることにもつながるはずです。結果的には、それが人
類を滅亡の危機から救うことにもなるかもしれません。
　神奈川県の今年の大きなテーマは「宇宙」です。
夢物語ではなく、現実の課題として、そして、人類
を滅亡の危機から救うためにも、「宇宙」に真剣に
挑んでいきたいと思っています。
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星空教室（天体観測会）
夜空を見上げて、宇宙の神秘を体験！

要事前申込―無料

詳しくはこちら

毎月屋上で、月や惑星などの天体観測会を開催しています。２月
から３月にかけて、オリオン座をはじめとする冬の星座や、太陽系
最大の惑星である木星が見やすくなります。また、3月3日には、
令和7年9月8日以来となる皆既月食が起こります。

神奈川県PRキャラクター

神奈川県宇宙応援アンバサダー
こてつくん

©Space Academy /ちょっくら月まで委員会2

事前申込不要―無料

SORA-Q（ソラキュー）を操縦してみよう！

●所 在 地 藤沢市藤沢559 角若松ビル6階
●交 　 通 JR･小田急線･江ノ島電鉄 藤沢駅北口から徒歩2分
●開 館 日 月曜～土曜（祝・休日、年末年始、イベント時を除く）
●開館時間 10時～17時45分

SORA-Q（ソラキュー）

詳しくは
こちら

詳しくは
こちら

●所 在 地 相模原市緑区橋本3-28-1 ミウィ橋本2階
●交 　 通 JR･京王線 橋本駅から徒歩4分
●開 館 日 月曜～金曜（祝・休日、年末年始を除く）
●開館時間 9～20時（ギャラリースペースは10～17時）

こてつくんとちょっくら宇宙を学ぼう！
宇宙で生きるしくみをつくろう！
ECLSS（エクルス） 大実験★［ワークショップ］

事前申込不要―無料

宇宙のくらしってどんな感じ？
ちょっくらこてつくんと大冒険★［ステージ］

●日時  1月31日㈯・2月1日㈰ 各日11時～17時
●場所  みなとみらい駅 みらいチューブ
●内容  ECLSS（人が宇宙で生活するのに欠かせない環境制御・
 生命維持システム）に関するミニ実験

※上記イベントの開催時間は変更になる可能性があります

※時間は変更になる可能性があります

●日時  2月1日㈰ 15時30分～17時
●場所  ランドマークプラザ1階（横浜市西区）
●交通  みなとみらい線 みなとみらい駅から徒歩３分
●内容  宇宙とくらしに関する講演/こてつくんアニメの上映

●場所  県立青少年センター（横浜市西区）　●交通  JR・市営地下鉄 桜木町駅から徒歩10分
●定員  各回80人　●対象  小学生以上（中学生以下は保護者同伴）

宇宙飛行士　野口 聡一さんからのメッセージ

２月21日㈯ 18時～19時30分 １月22日～２月 ４日
日  時 申込期間

２月 ５日～２月18日
２月26日～３月11日

３月 ３日㈫ 18時30分～21時
３月28日㈯ 18時30分～20時

宇宙関連企業の交流促進、ビジネス創出、情報発信を
目的とし、首都圏自治体初の大規模宇宙ビジネスカン
ファレンスである「神奈川宇宙サミット」を開催します。

●日時  2月5日㈭  10時～18時

●場所  アニヴェルセル みなとみらい横浜（横浜市中区）
●交通  みなとみらい線 みなとみらい駅から徒歩12分
●内容  ★宇宙ビジネスカンファレンス
 宇宙関連産業に係る研究開発機関や大学
 のほか、自治体、企業等によるセッション

 ★展示ブース
 宇宙に関連する企業等の技術や製品の紹介

地球 月
太陽

皆既月食中の赤い月

太陽・地球・月が一直線に並び、月
が地球の影に完全に入り込んだ状
態を皆既月食と呼びます。太陽光
のうち、赤い光は散乱されにくく、
わずかに届いた赤い光が月面を照
らすため、月が赤く見えます。

地球から見ると地球の影で
暗い部分が欠けたように見える

皆既月食のしくみ 地球の影が月を暗くする

【上記記事に関する問合せ】   星空教室については県青少年センター ☎046(222）6370　 046（222）6373
 ロボリンクについては県産業振興課 ☎045(210）5652　 045（210）8871

神奈川宇宙サミット

来場登録等、
詳しくはこちら

詳しくは
こちら

宇宙を見 て触れて
楽しもう！

県は、子どもに大人気のキャラクター「宇宙なん ちゃら こてつくん」の主人公・こてつ
くんを神奈川県宇宙応援アンバサダーに任命 し、子ども向けの科学イベントなど、
さまざまな取り組みを実施しています。

令和７年12月に開設した拠点(スペースビレッジ）で関連企業等が
情報収集や連携を強化し、宇宙関連ビジネスのネットワークを広げ
ることができます。

宇宙関連企業
交流拠点  開設

藤本 正樹所長

ビジネスカンファレンス登壇者

中須賀 真一教授
JAXA 宇宙科学研究所 東京大学 大学院

JAXAと㈱タカラトミー等の共同研究に
よって生まれた、超小型の変形型月面ロ
ボットで、令和6年1月20日午前0時20
分頃月面着陸に成功し、撮影を行った日
本初のロボットです。
ロボット企業交流拠点「ロ
ボリンク」に展示されてお
り、予約なしでどなたでも簡
単に操作体験ができます。

野口さんも
参加します

クレジット：JAXA /タカラトミー/ソニーグループ㈱/同志社大学 ※上記イベントは「YOXO FESTIVAL 2026」内で開催します
よ く ぞ

©合同会社未来圏

【上記記事に関する問合せ】   神奈川県宇宙応援アンバサダー、神奈川宇宙サミット、交流拠点、宇宙関連企業については県産業振興課 ☎045（210）5646　 045（210）8871

要来場登録―無料

神奈川県の皆さま、あけましておめでとうございます。宇宙飛行士の
野口聡一です。県民の皆さまに新年のお喜びを申し上げます。
私は横浜で生まれ、市内の小学校で学び、ボーイスカウト活動で身
体を鍛え、その後茅ケ崎で高校まで過ごしました。国際都市横浜の
躍動感、風光明媚な湘南の清涼感、そして丹沢・箱根の雄大な自然
の恵みを感じてきました。

時代に合わせて発展を続ける神奈川の魅力の一つが、宇宙関連産業の充実です。現在私は「神
奈川の宇宙関連産業の振興を考える有識者会議」の一員として宇宙関連産業の振興に向けて
議論しております。県民の皆さまとともに、さまざまな可能性に満ちた神奈川の未来に向けて
一緒に進んでいきたいと考えております。本年もよろしくお願いいたします。

めいび

神奈川の宇宙関連企業

有限会社オービタルエンジニアリング
スゴイぞ！

（横浜市神奈川区）

小型衛星機
（イメージ図）

MLI 【MLIとは】
宇宙機の温度を守る“特注の防寒具”のような存在で、－180～
180℃の極端な温度変化から機器を保護します。

航空宇宙用機器・材料の開発・製造を行う企業で、多層断熱材
（MLI）を製品化しています。相模原市と横浜市に縫製工場を
構え、国内一貫生産を実施しています。

極限へ挑む技術と未来を担う人材
を育み、宇宙開発を支えています。
神奈川から世界へ、飽くなき挑戦
で豊かな社会の実現に貢献します。 取締役社長

山口 耕司さん
（神奈川宇宙サミット実行委員長）

「神奈川がんばる企業」「神奈川がんばる企業エース」を認定
県は独自の工夫等により成長している中小企業等を「神奈川がんばる企業」、
「神奈川がんばる企業エース」※として認定し、情報発信しています。中小企業等の
社会的認知度や従業員のモチベーションの向上を図るとともに、他の企業が参
考にすることで、業績アップや黒字化につなげることを目的としています。

※「神奈川がんばる企業」に認定された企業の中から、ビジネスモデルの独創性や地域への貢献度等
　が特に優れていると認められた企業のこと

●湘南造機株式会社　●株式会社旅コレクション　●株式会社さくら住宅
●株式会社NENGO　●株式会社末吉ネームプレート製作所
●株式会社クライムエヌシーデー　●株式会社小池設備　●株式会社アオイ産業
●株式会社山崎歯車製作所　●株式会社一の湯　●有限会社箱根丸山物産

【上記記事に関する問合せ】   県中小企業支援課 ☎045（210）5553　 045（210）8872

当社は創業395年を迎える老舗温泉旅館です。
接客評価手当制度の導入、地域資源を生かした宿泊
企画と手頃な価格設定を通じ、働きがいと顧客満足度の
両立を図り、未来に選ばれ続ける旅館を目指しています。

株式会社 一の湯Pick u
p!

神奈川がんばる企業エース2025―今年度認定された企業を紹介します

詳しくはこちら

ともいきバトン 今月は､株式会社ユーディフル代表取締役の北
きたむら

村 仁
じん

さんに伺いました！

このコラムでは、「ともに生きる社会かながわ憲章」の理念に共感していただいている
方々のメッセージをご紹介しています。

ともに生きる社会かながわ憲章

平成28年10月14日 神奈川県

一　私たちは、あたたかい心をもって、
　　すべての人のいのちを大切にします

一　私たちは、誰もがその人らしく暮らす
　　ことのできる地域社会を実現します

一　私たちは、障がい者の社会への参加を妨げる
　　あらゆる壁、いかなる偏見や差別も排除します

一　私たちは、この憲章の実現に向けて、
　　県民総ぐるみで取り組みます

憲章についてはこちら

手話とダンスには、人をつなぐ力があります

vol.75

【ともいきバトンに関する問合せ】　県共生推進本部室 ☎045（210）4961  1045（210）8854

北村 仁さん

株式会社ユーディフルについて
詳しくはこちら

耳が聞こえる人も、聞こえない人も、同じ音楽に身体を委ね、 
同じ景色を見られる。その瞬間に、境界線はなくなります。
私たちは、手話ダンスを通じて「したい」が「できた」に変わる社
会を目指し、平塚市で手話カフェやスタジオを立ち上げました。
令和6年には手話ダンスでギネス世界記録に挑戦し、たくさん
の笑顔と勇気が生まれました。
挑戦するからこそ見える景色がある。
これからも挑戦を続け、ともに生きる文化を未来へつないで 
いきます。
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